
富山地区で行われているお達者くらぶのお花見会での

ワンショット！

今年のお花見は天気もよくさくらの花も満開！

そして、何より参加する皆さんの笑顔も満開ですね。

南房総市社会福祉協議会広報紙 

第6号 
2008年6月 

〒295-0004千葉県南房総市千倉町瀬戸2705-6　TEL（0470）44-3577／FAX（0470）44-3542 
ホームページアドレス　http://www.shakyo-minamiboso.or.jp

『てんだぁ』とは英語で「やさしさ」という意味です。 

花花いいっっぱぱいい笑笑顔顔いいっっぱぱいいににかかここままれれてて

はなことば：やさしい温かさ

ききょう
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● はじめに ● 

19年度 平
成 南房総市社会福祉協議会事業報告 

一人ひとりの福祉へのおもいをかたちに 

　南房総市社会福祉協議会は、地域の皆様のご支援のもと、住民の福祉への願いをかたちにする支援やサービスに
努め、平成19年度事業を終了しました。 
　平成19年度の主な事業活動として、地域福祉を推進する事業として千葉県社協が提唱する地域福祉フォーラムに
取り組み、相談援助活動では、無料法律相談所をあらたに設置、高齢者や障がい者の在宅生活の支援として、過疎
地有償運送事業のサービスの向上とシステムの改善を図りました。 
　また、介護保険事業においてはホームヘルプサービス事業所を一部統合し、サービスの効率化を進めました。 
　合併から2年が経過しましたが、またあらたな福祉課題もここにきて見えてきました。これからも社会福祉協議
会は、地域の皆様とともにその課題に積極的に取り組んでまいります。 

相談援助活動 
・心配ごと相談所……………………相談件数53件 
・無料法律相談………………………相談件数41件 
・結婚相談所…………………………相談件数36件 
 

福祉教育の推進 
・小中学校へ福祉助成金を交付………………11校 
・保育園へ福祉助成金を交付……………………7園 

各種資金の貸付 
・福祉資金貸付……………………………4件 

共同募金運動への協力 
・赤い羽根共同募金の実績額…………6,890,221円 
・歳末助け合い募金の実績額…………7,045,859円 

広報・啓発活動 
・ホームページ運営 
・社協広報紙「てんだぁ」の発行 
　　　　　　　  ………………年3回（6.10.3月） 
・第2回南房総市社会福祉大会の開催 
　　　　　　　  ………………………180名参加 

在宅介護を支援する事業 
（介護保険法、障害者自立支援法に基づく介護サービスを含む） 
・ホームヘルパーによる訪問介護 
　　　　　　　 ………………延べ利用者数954件 
・居宅介護支援（ケアプラン作成） 
　　　　　　　 ………………延べ利用者数469件 
・ホームヘルパーによる居宅介護 
　　　　　　　 ………………延べ利用者数　50件 
・高齢者生活管理指導員派遣 
　　　　　　　 ………………延べ利用者数430件 

ボランティア活動を推進する事業 
・ボランティア養成講座の開催 
　災害ボランティア養成講座……………25名参加 
　災害ボランティア（フォローアップ）養成講座 
　　　　　　　　　　……………………30名参加 
　給食ボランティア養成講座……………29名参加 
　学生ボランティア養成講座……………21名参加 
・ボランティアセンターの運営 
　登録ボランティアグループ…………44グループ 
　登録ボランティア数…………………延べ803名 

地域福祉を推進する事業 
・市内15地区社会福祉協議会の運営支援、地域福祉 
　フォーラムへの参画 
・「ふれあい」をテーマにふれあい交流事業として、 
　地域ごとに交流会や行事を開催 
　　　　　　　　　　　　　　………1,500名参加 
・火災、風水害等の被災者に応急援護資金の交付 
　　　　　　　　　　　　　　……見舞い世帯数8件 
・福祉団体の活動を支援 
　（民生委員児童委員・老人クラブ・遺族会・身体 
　障害者（児）福祉会、母子寡婦福祉会など） 

高齢者・障害者の 
在宅生活を支援する事業 

・7地区で敬老会を実施…………………1,788名参加 
・結婚50周年記念祝賀事業の実施………………90組 
・高齢者肖像画贈呈…………………………………15名 
・生きがい活動通所事業………延べ利用者数3,885名 
・給食サービス 
　白浜ランチサービス………………延べ食数7,806食 
　無料配食サービス…………………延べ食数9,092食 
・在宅介護をされている方へ紙おむつを年4回給付 
　　　　　　　　……………………延べ給付数636件 
・過疎地有償運送事業で外出を支援 
　ホームヘルパーによる外出支援サービス事業 
　　　　　　　　……………………送迎回数2,496回 
　ボランティアによる移送サービス事業 
　　　　　　　　……………………送迎回数2,047回 
　　　　　　　　　　　　　　　　　利用会員108名 
　　　　　　　　　　　　　　　　　協力会員　62名 
・福祉車両貸出…………………………貸出件数706件 
・福祉機器の貸出………………………利用件数197件 
・在宅介護者の心身のリフレッシュに家族介護教室を 
　開催 
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収  支  決  算 
一般会計 （単位：円） 

支出の部　237,163,669円 

公益会計 （単位：円） 

収入の部　58,113,999円 支出の部　58,113,999円 

平成19年度 

市受託事業 
12,366,232

介護サービス事業 
45,747,767

経常経費補助金収入 
1,620,846

受託金収入 
8,618,430

経理区分間 
繰入金収入 
1,376,000

会計単位間 
繰入金収入 
2,800,000

その他43,136

収入の部　237,163,669円 

会費収入16,295,058

施設整備等収入 
1,901,000

財務等収入7,515,630 その他318,528
前期末支払資金残高23,111,161

会計単位間繰入金 
収入306,000

助成金収入722,000

貸付事業等収入 
375,000

共同募金配分 
収入10,804,460

事業収入 
4,514,430

経理区分間繰入金収入 
13,997,619

負担金収入 
78,000

寄付金収入 
3,735,639

経常経費 
補助金収入 
110,480,429

受託金収入受託金収入 
43,008,71543,008,715

相談事業1,987,052
地域福祉活動推進事業 
18,785,442

ボランティア育成事業 
3,928,877

赤い羽根募金配分事業 
4,981,580

歳末たすけあい募金配分事業 
6,065,460

市受託事業42,918,715

県社協受託事業432,800
有料在宅 
福祉サービス 
6,447,772

広報啓発事業296,450

人材育成事業1,250

福祉機器貸出事業 
586,204

福祉資金貸付事業 
1,380,000

法人運営事業 
149,352,067

事業収入 
30,997,669

前期末支払 
資金残高 
12,657,918

富山いこいの家 ・ 
ちくら介護予防センターゆらり 
の管理 

訪問介護事業 
居宅介護支援事業 

会費は次の事業に使われました
地域福祉活動推進事業に
…紙おむつ配布、応急援護資金の交付、
福祉教育助成、ボランティア団体助成、
地区社協活動支援、高齢者肖像画贈呈、
ふれあい交流事業、無料配食サービス、
ボランティア養成講座の開催など
相談事業に
…心配ごと相談、無料法律相談、結婚
相談

無料配食サービス

ボランティア養成講座
ふれあい交流事業
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20年度 平
成 南房総市社会福祉協議会事業計画 

今年度の活動方針 

次の 重点事項 に取り組みます 

　今日のわたしたちを取り巻く環境は、社会保障制度の見直しや家族構成の変化によって新たに生み出される福祉
ニーズは生活に身近な課題が多く、一人として同じ悩みはありません。 
　そして、一人ひとりのニーズを満たすためには、公的な制度だけでは対応が難しく、今こそ地域で暮らす私たち
がお互いに支える力が必要なときです。 
　このような状況をふまえ、わたしもあなたも住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりをめざして、地域の
特色を生かした福祉ネットワークの充実、市民の思いを形にする支援やサービスの提供に努め、平成20年度は次の
事業を重点事項として取り組みます。 

地域福祉推進体制の充実 
1　ふれあい交流事業の実施 
2　福祉団体の助成並びに連 
　  絡調整 
3　広報啓発事業の推進 
4　共同募金運動への協力 
5　災害義援金募集活動の啓発 
6　敬老事業の実施 

総合的な相談援助活動 
及び生活支援事業の充実 

1　心配ごと相談、無料法律相談、結婚相談の実施 
2　応急援護資金の交付 
3　福祉資金貸付事業の実施 
4　生活福祉資金・老障資金等貸付事業の実施 

福祉コミュニティの形成と 
地区社会福祉協議会活動の振興 
1　地区社会福祉協議会の事業推進と地域福祉フォー 
　  ラムの取り組み 

福祉教育、福祉 
マンパワーの養成 
1　家庭介護講座の開催 
2　福祉教育推進活動の助成 
3　子育て活動の支援 

公益事業の適正な経営 
1　社会福祉施設の受託管理 
2　居宅介護支援事業の運営 
3　訪問介護事業の運営 
4　高齢者外出支援事業の受託運営 
5　在宅生活支援事業（有料家事援助サービス） 

居宅介護サービス事業の実施 
及び在宅生活支援体制の充実 

1　生きがい活動支援通所介護事業の実施 
2　配食サービス事業の実施 
3　紙おむつ給付事業の実施 
4　過疎地有償運送 （外出支 
　　援・移送サービス）  事業 
　　の実施 
5　福祉車両・福祉機器の貸出 
6　地域福祉権利擁護事業の支援 社会福祉協議会の 

活動基盤の整備 
1　事務局組織体制の見直し 
2　地域福祉活動計画の策定 
3　会員募集による自主財源確保 
4　役職員の資質向上のための研修の実施 
5　適正な財務・人事管理体制の整備 
6　福祉基金の造成 
7　福祉サービスの苦情解決と情報の公開 
8　福祉ニーズ実態把握調査の実施 

ボランティア並びに住民 
参加による福祉活動の推進 

1　ボランティア連絡協 
　  議会の活動援助 
2　ボランティア・市民 
　  活動センターの整備 
3　ボランティア養成講 
　  座の開催 
4　災害救援ボランティ 
　  ア活動体制の整備 

配食ボランティアの活動

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の

車
イ
ス
体
験
の
様
子

市民が参加する介護教室

ふれあい交流
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収  支  予  算 
一般会計 （単位：千円） 

支出の部　217,014千円 

公益会計 （単位：千円） 

収入の部　62,800千円 支出の部　62,800千円 

平成20年度 

市受託事業 
18,916

介護サービス事業 
43,884

受託金収入 
12,898

前期末支払 
資金残高 
13,100

その他20

経理単位間繰入金 
収入3,000

会計単位間繰入金 
収入2,000

事業収入 
28,596
事業収入 
28,596

経常経費補助金 
収入3,186

収入の部　217,014千円 

寄付金収入 
4,300
寄付金収入 
4,300

受託金収入受託金収入 
35,26935,269貸付事業等 

収入1,000

共同募金配分金 
収入12,556

負担金収入150 

事業収入4,320

経理区分間繰入金 
収入8,842

会計単位間繰入金 
収入2,255

助成金収入1,472

経常経費補助金 
収入118,874
経常経費補助金 
収入118,874

会費収入 
12,355

前期末支払 
資金残高14,741

その他880

心配ごと相談、無料法律相談、 
結婚相談 

法人運営事業 
127,868

地域福祉活動推進事業18,491

ボランティア育成事業2,500

子育て支援事業9,071
福祉資金貸付事業1,000

赤い羽根募金配分事業4,760

歳末たすけあい募金配分事業7,796

市受託事業37,928 県社協受託事業434

有料在宅福祉サービス 
5,417

広報啓発事業200

相談事業1,549紙おむつ給付事業、応急援護資金 
交付、福祉団体助成金、地区社協 
活動事業、高齢者肖像画、ふれあ 
い交流、無料配食サービス他 

結婚50周年祝賀事業、福祉車両・ 
機器貸出事業、外出支援事業、家 
族介護教室、障害者スポーツ大会他 

生きがい活動通所支援事業、給食サービス、 
敬老会　他 

富山いこいの家・ 
ちくら介護予防センターゆらり 
の管理 

訪問介護事業 
居宅介護支援事業 

相談事業（心配ごと、無料法律相談、結婚相談） 
地域福祉活動推進事業 
紙おむつ給付、応急援護資金交付、福祉教育助成金交付、地区
社協活動、高齢者肖像画贈呈、ふれあい交流、無料配食サービス、
ボランティア養成講座、ボランティア団体助成金交付　他 

会
費
の
使
わ
れ
方 

わたしたちの地域のために

一般会費（各世帯）

特別会費（法人・事業所・篤志家など）

賛助会費（活動に賛同される個人様など）

施設団体会費（福祉施設・団体様など）

１世帯　1,000円

１口　5,000円

１口　2,000円

１口　5,000円

社会福祉協議会では、市民の皆様とともに子供か
らお年寄りまでみんなで支え合い、いきいきと暮ら
せる地域をつくる事業を行っている民間の組織です。
その事業運営の財源は、市からの補助金・委託金、

赤い羽根共同募金配分金、寄付金などのほか、市民
の皆様からの会費が欠かせないものとなっています。
地域の実状にあったご要望にお応えするためには、
皆様の会費が重要な財源となります。どうか多くの
方に活動の趣旨をご理解いただき、会員として事業
のご協力をいただきたくお願い申し上げます。

社社協協会会員員加加入入ののおお願願いい

【年　会　費】
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FFUUKKUUSSII  NNEEWWSS

福福
祉祉
ニニ
ュュ
ーー
スス

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
福
祉
に

関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
お
知
ら
せ
を

紹
介
し
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
富
浦
支
部
で
は
、
自
分
達

が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
行
う
の
に
利
用
し
て
い
る
富
浦
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
を
年
４
回
に
わ
た
り
清
掃
す
る

こ
と
を
事
業
計
画
に
い
れ
、
清
掃
が
終
わ

る
と
昼
食
を
は
さ
ん
で
き
れ
い
に
な
っ
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

５
月
の
す
が
す
が
し
い
日
差
し
の
下
、

第
１
回
目
の
清
掃
と
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

行
わ
れ
、
仲
間
同
士
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
奉
仕
作
業
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

取
り
が
い
が
あ
る
ね
ぇ

第
１
回
奉
仕
作
業
と
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

5月16日

軽スポーツ大会前にみんなで草取り作業

長
寿
国
の
日
本
で
は
、
高
齢

期
の
人
び
と
や
退
職
世
代
が
、

こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
る
か
、
暮

ら
す
か
と
い
っ
た
こ
と
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
老
後
を
上
手
に
生
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
に
役
立
て
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
自
ら
の
人

生
を
ふ
り
か
え
り
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
社
会
で
の
生
活
を
描
け

る
よ
う
、
気
軽
に
取
り
組
め
る

ノ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

『
老
後
の
生
き
方
・
暮
ら
し

方
ノ
ー
ト
』
は
、
高
齢
期
に
備

え
て
自
ら
が
つ
く
る
未
来
予
想

図
、
私
の
生
き
方
手
帳
で
す
。

ふ
と
、
人
生
を
ふ
り
か
え
り
た

い
時
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
考

え
た
い
と
き
、
早
速
試
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

南
房
総
市
社
会
福
祉
協
議
会

本
所
ま
た
は
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
お
ゆ
ず
り
し
ま
す
。

おすすめします。老後の生き方・暮らし方のデッサン
「私の老後の生き方・暮らし方ノート」全国社会福祉協議会発行

富
浦
地
区
で
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員

に
よ
る
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
が
毎
月
１
回

開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
同
市
富
浦
町
大
津
の
「
ほ
づ
み

び
わ
ラ
ン
ド
」
の
ご
好
意
を
受
け
、
び
わ

狩
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
34
組
70

名
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
初
め
て
び
わ
狩
り
を

す
る
人
も
お
り
、
も
ぎ
た
て
の
び
わ
を
そ
の

場
で
食
べ
季
節
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

お
か
あ
さ
ん
と
食
べ
た

輊
び
わ
輅
お
い
し
か
っ
た
よ

子
育
て
サ
ロ
ン
び
わ
狩
り

5月22日

う～ん　なかなか取れないなぁ…

毎
年
３
回
実
施
さ
れ
て
い
る
「
高
齢
者

ふ
れ
あ
い
の
日
」
が
開
催
さ
れ
、
今
回
は

南
房
総
市
市
民
課
よ
り
高
齢
者
に
今
最
も

関
心
の
高
い
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
オ
レ
ン
ジ
の
会
」
と
一
緒
に
軽

体
操
を
行
い
、
ほ
ん
の
り
と
汗
を
か
き
ま

し
た
。
昼
食
後
は
、
勝
滋
会
に
よ
る
お
待

ち
か
ね
の
芸
能
披
露
が
あ
り
、「
房
州
千
倉

や
っ
ち
き
節
」
・
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
等
聞

き
な
れ
た
曲
が
流
れ
る
と
一
緒
に
口
ず
さ

む
声
が
聞
こ
え
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
も
始
ま
っ
た

ふ
れ
　

交
流

千
倉
地
区
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
日

5月30日

カラダもこころものびのび

蟋 
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◯試験日

平成20年10月19日（日）10時～12時
◯受験資格

医療・保健・福祉分野の有資格者で一定
期間以上の実務経験のある方
◯申込書配布期間

平成20年6月24日（火）～7月25日（金）

◯申込書配布場所

南房総市社会福祉協議会　本所または地
域福祉センター
◯申込受付期間

平成20年6月25日（水）～7月25日（金）消印
有効。簡易書留による郵送のみの受付に
なります。

平成20年度千葉県介護支援専門員実務研修受講試験の実施について

◯問い合わせ先

千葉県社会福祉協議会

介護支援専門員養成班

〒260-8508

千葉市中央区千葉港

4－3

TEL  043（204）1610

役立つ介護のヒント

今回の講師は、介護の現場で働く、現役バリバリの社協
の介護支援専門員とホームヘルパーです。介護をするうえ
でのヒントや介護する人もされる人も安心な入浴の方法を
お話しいただきます。
日　時：7月23日（水） 10時から受付
場　所：三芳公民館（三芳農村環境改善センター裏）
内　容：入浴について
講　師：介護支援専門員とホームヘルパー
参加費：500円

いってみよう やってみよう

ボランティア
養成講座

ボランティアの養成、スキルアップを目的に各種講座を
予定しています。
定年退職をしたお父さん、ボランティアに興味のあるあ
なた、ボランティアをはじめる一歩に講座へ参加してみま
せんか？
8月 3日（日）災害ボランティア（フォローアップ）講座
8月20日（水）給食ボランティア講座

昨
年
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座

介護者のつどい

前回の参加者アンケートから

・本にはない知識が得られ、介護
の実践的な方法など役立つ話だ
った。
・知っていると役立つなぁと思い
参考になりました。
・継続的に実施してもらい、介護
全体を学びたい。

などのご意見が寄せられました。

詳しくは　南房総市社会福祉協議会　TEL 44-3577 へ

南房総市社会福祉協議会では、高齢者の方々に対し、敬意と

祝意を表し右記の通り「敬老会」を開催いたします。市内在住

の満65歳以上の方をご招待し、プロによる歌と笑いの芸能ショ

ーでお楽しみいただき、益々の長生きを祈念します。入場無料

ですので皆様お誘い合わ

せのうえ、多数ご来場く

ださい。

第3回 南房総市敬老会

お

招待対象者 南房総市内にお住まいで満65歳以上の方 

定　　　員 1,200名 

申込受付 8月20日（水）までに各地域福祉センターへ 

観覧申込 
7月中旬より各地域福祉センターで観覧 
整理券を配布します。 

場　　　所 
千葉県南総文化ホール（大ホール） 
館山市北条740－1　TEL22-1811

日　　　時 
平成20年9月18日（木） 
午後1時30分～3時30分 

知 ら せ

※詳しくは、後日チラシ等によりお知らせします。
※同時に高齢者作品展も開催いたします。

内　　容

唄　…金沢　明子
お笑い…原　　一平

第2回　敬老会
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南房朝市組合
株式会社　君商
南総歌謡連盟
株式会社　おどや
演歌塾丸山
（チャリティーカラオケ大会の募金）
水島令郎
南房総市内房商工会青年部

26,000円
23,286円
71,282円
104,632円
143,765円

50,000円
8,880円

渡辺せつ
サークルみさき
めばえ歌謡教室
（チャリティーカラオケ教室の募金）
ラリーチームホットスタッフ
匿　名　5件

善 意 の 寄 付
2,000円
20,000円
32,310円

30,000円
161,792円

この寄付金は、本会福祉振興基金に積み立て、以後地域
福祉向上のため有効に役立たせていただきます。
ありがとうございました。

（敬称略／平成20年3月1日～
5月31日現在）

編 集 後 記

　南房総市社会福祉協議会では、事業の紹介 

や福祉情報をホームページでもお知らせしています。 

　下記のホームページアドレスからアクセスできま

すので、どうぞご覧下さい。 

　社協広報紙「てんだぁ」もダウンロードしてご覧

いただけます。 

URL　http://www.shakyo-minamiboso.or.jp/

社協役員紹介 
前福島副会長の後任として、真田隆久氏が副会長に選

任されました。

【新理事】
・三平正彦　・金木誠一
（任期：平成19年5月26日から平成21年5月25日まで）

【新評議員】
・石井一好　・出口　進　・黒川　勲　・石闢一宏
（任期：平成19年5月21日から平成21年5月20日まで）

右
か
ら
　
真
田
隆
久
副
会
長

飯
田
良
吉
会
長

伊
丹
利
雄
副
会
長

地域のちょっといい話
見事に咲きました

和田地域福祉センター「やすらぎ」の玄関を入ると、
見事なさつき盆栽が出迎えてくれます。この盆栽は、毎
日やすらぎを利用してくださっている、和田町松田在住
の鈴木仁三郎さんのご好意により飾られています。
鈴木さんにお聞きしましたところ「手入れが大変だけ
ど自分だけでなく皆さんにも見てほしくて持ってきまし
た」とおっしゃっていました。
さつきの他にも、秋には大輪の花をつけた菊盆栽も飾
られ、来館者を楽しませてくれています。

鈴木さんと咲きほこる軆さつき盆栽躱

★もうすぐ夏ですね。夏といえば、スイカ、花火、ひまわり、セミ、
夏休み…そう！それに海水浴～！！最近メタボの体にムチ打って運動し
ています…無駄なあがきですかね…脱メタボ～！がんばるぞ～！！（Ｒ）
★家庭菜園をはじめました。はじめての土いじりながらトマト、き
ゅうり、ナス、ピーマンとこれから夏に向けて夏野菜に挑戦してい
ます！毎日、実が大きくなるのを楽しみに水やりに精を出していま
す。（Ｔ）
★このあいだ、あるお宅へ伺う途中、道を横断しているへびに遭遇
しました。もうビックリ　　　用事を済ませて戻ってきたら、な、
なんとそのへびはブロック塀を　　　こんな形で這っていました。
またまたビックリ！！へびに驚いた一日でした。（Ｓ）

（敬称略）

【事務局体制がかわりました】

社会福祉協議会の活動を強化するため、地域で行う事

業について、内房支所と朝夷支所の2支所を設け、住民

の要望に応えられるよう事務局を整備しました。

【事務局長がかわりました】

・就任　事務局長　黒川和之（前和田地域福祉センター長）


